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勇
ま
し
く
華
や
か
に
咲
き
誇
る
子
ど
も
武
者

城
下
町
小
幡
さ
く
ら
祭
り
「
武
者
行
列
」（
関
連
記
事
は
２
ペ
ー
ジ
）
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武
者
行

武
者
行
列列

　
キ
ラ
ッ
と
か
ん
ら
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

城
下
町
小
幡
さ
く
ら
祭
り
「
武
者
行
列
」が
４
月
８
日
、約
３
万
人

の
皆
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。３
３
０

人
の
武
者
た
ち
が
春
の
城
下
町
を
勇
壮
に
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
写
真
左
は
総
大
将
の
飯
塚
順
一
さ
ん
・
秋
畑
）

　
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
美
し
い
楽
山
園
を
出

陣
し
た
武
者
た
ち
は
中
小
路
を
通
り
桜

並
木
へ
。
青
空
の
下
、
小
幡
の
町
並
み

を
約
３
丼
歩
き
ま
し
た
。

　
総
合
公
園
の
お
祭
り
広
場
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
野
点
の
ほ

か
、
各
種
出
店
や
試
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど

に
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ま

た
、
特
別
ゲ
ス
ト
バ
ン
ビ
ー
ノ
さ
ん
の

爆
笑
ラ
イ
ブ
や
か
ん
ら
太
鼓
「
楽
鼓
」

の
演
奏
、
中
野
新
太
郎
さ
ん
の
歌
謡

シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
、
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

出陣式（楽山園） 太鼓と笛で盛り上げる２区の皆さん

第
　
回
城
下
町
小
幡
さ
く
ら
祭
り

３４

　
　
織
田
隊
い
ざ
出
陣
！

少女 薙刀 隊
なぎな た
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姫君

富田　彩さん
（天引出身）

「カメラをたくさん
向けられ緊張しま
したが、楽しかった
です」

副将
八木　誠さん
（白倉）

「関係者の皆さんの
おかげで大役を務
めることができまし
た。戦国時代にタイ
ムスリップした気持
ちになりました」

外国人武者

マシュー・ウェンさん
（福島）

「侍になった気持ち

で楽しかった。良い

体験ができました」

かんら太鼓「楽鼓」の演奏

稚児隊

小幡幼稚園年長組園児の皆さん

「疲れたけれど、友だちと一緒に歩い

て楽しかった」

参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者ののののののののののののののののののののの参加者の声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声

華やかな侍女たち

かわいい稚児隊

裏千家篠原社中の皆さんによる野点

  　　　期　　　日　　　　　イベント名

 実施中～５/１３（日）那須こいのぼりの里　

５/３（木・祝）稲含神社春季例大祭・山開き

５/３（木・祝）・４（金・祝）
タケノコの大名焼き
（甘楽ふるさと館）

６/１（金）～２（土）、

６/８（金）～９（土）
ホタルの夕べ
（道の駅甘楽・ギャラリーカフェ）

６/１（金）～２（土）、
６/８（金）～９（土）
 夜間無料開園１９：３０～２１：００

大名庭園のホタル観賞会
（楽山園）

５月・６月のイベントガイド

かんら観光キャンペー観光キャンペーンン

少年鉄砲隊

勝利を祝い 勝鬨 をあげる凱旋式
かちどき
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写真上：桜並木を駆け抜けるランナー
写真上左：最後まで頑張る小学１・２年生
写真左：選手宣誓は新屋少女バレーの西村咲希さん（右） 
　　　　  と野口ゆらさん

第
　
回
甘
楽
町

３５
　
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会

町内の上位者（１０位まで・敬称略）
氏　名・所　属順位クラス種目

茂原貴志・洸貴　  小幡　２

親子マラソン１Km 岡田義広・光太郎  さくらファミリー９

山田美保・妃南莉  福島１０

新屋イーグルス野口　祐８小学男子１～２年

１Km
新屋少女バレー渡邉莉央５

小学女子１～２年 新屋小学校市川沙弥９

福島小学校長岡風菜１０

アラマキッズ田中伶奈４

小学女子３～４年

２Km

新屋小学校黒澤実栞６

ジュニアソフトテニス外所加帆９

新屋小学校谷川航太２小学男子５～６年

甘楽剣道会落合優希奈４小学女子５～６年

甘楽中陸上部花島央雅２

中学生男子

３Km

甘楽中陸上部浅川　祥４

甘楽中陸上部堀口怜桜５

甘楽中サッカー部齋藤颯汰１０

甘楽中陸上部髙橋雛乃１

中学生女子

甘楽中陸上部浅香莉里４

甘楽中陸上部下山千香子５

甘楽中陸上部今井彩香６

甘楽中学校大類瑞季７

白倉若松貴秀１男子１２歳以上

５Km

善慶寺茂原賢三３男子４０歳以上

甘楽中学校鈴木菜々美７
女子１２歳以上

甘楽中学校大類百華８

福島山田美保８女子４０歳以上

写真上：スタートする１０・２０キロの部

写真下：元気よく走る小学３・４年生

　
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
４
月
　
日
、
甘
楽
ふ
れ
あ
い
の
丘
陸
上
競
技
場
を

１５

発
着
点
と
し
て
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
１
９
２
８
人
の
ラ

ン
ナ
ー
が
春
の
甘
楽
野
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。
葉
桜
や
色
鮮
や
か
な
芝
桜
な

ど
が
ラ
ン
ナ
ー
を
歓
迎
し
、
沿
道
か
ら
は
温
か
い
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

２０１８
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第
７
回
甘
楽
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
ク
が
４
月
７
日
と
　
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

１４

２
日
間
で
約
６
０
０
人
の
参
加
者
が
美
し
い
花
々
の
咲
く
町
の
名
所
旧
跡

を
巡
り
、
甘
楽
の
歴
史
と
自
然
を
探
索
し
ま
し
た
。

甘
楽
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
ク

名
水
流
れ
る
雄
川
堰
に
沿
っ
て
城
下
町
の
町
並
み
を
歩
く
参

加
者

↑
み
ん
な
で
楽
し
く
町
歩
き

↓
ゴ
ー
ル
で
完
歩
賞
状
を
受
け

　
取
り
、お
楽
し
み
の
抽
選

石黒萌愛さん
（小１・ジュニアソフト
テニス）

「最後までがんばっ
て走りました」

新井琉生くん
（小６・ＪＯＩＮＵＳ Ｊｒ ＦＣ）

「速いけれど、みん
なと一緒に走れて楽
しかったです」

下山　翔くん
（中３・甘楽中サッカー
部）

「疲れたけれど、気持
ちよく走れました」

町田美春さん・芽生ちゃん
（白倉）

「親子で力を合わせて走
りました。よくがんばりま
した」

赤尾啓次さん
（福島）

「『生涯現役で走れ
る』が目標です。これ
からも参加します」

笑顔で楽しく走る親子マラソンゴールまで少し！中学生ハナミズキを背に５・６年生のスタート

町町町町町町町町町町町民民民民民民民民民民民ララララララララララランンンンンンンンンンンナナナナナナナナナナナーーーーーーーーーーーののののののののののの皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆さささささささささささんんんんんんんんんんん

１Km小学女子 ２Km小学男子 ３Km中学生男子 １０Km・ 矍鑠 賞
かくしゃく

１Km親子マラソン

かんら観光キャンペー観光キャンペーンン
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※
町
臨
時
職
員
を
除
く

　
転
入

　
教
諭
　
谷
川
啓
子（
富
岡
・
富
岡
中
）

　
教
諭
　
小
島
一
剛（
上
野
・
上
野
小
）

　
教
諭
　
静
野
千
晶（
高
崎
・
塚
沢
小
）

　
教
諭
　
横
田
こ
ず
え（
玉
村
・
玉
村
小
）

　
転
出

　
教
諭
　
中
村
　
崇（
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
）

　
教
諭
　
佐
藤
健
司（
下
仁
田
・
下
仁
田
中
）

　
教
諭
　
奥
山
大
樹（
高
崎
・
片
岡
小
）

　
教
諭
　
清
水
美
奈
子（
甘
楽
・
小
幡
小
）

　
退
職

　
教
諭
　
宮
澤
結
里

　
転
入

　
校
長
　
飯
塚
真
琴
（
南
牧
・
南
牧
中
）

　
教
諭
　
荒
巻
武
一（
高
崎
・
片
岡
中
）

　
教
諭
　
吉
田
　
修（
甘
楽
・
小
幡
小
）

　
教
諭
　
柴
山
美
穂（
甘
楽
・
福
島
小
）

　
教
諭
　
橋
本
恵
士（
高
崎
・
高
南
中
）

　
教
諭
　
小
林
佐
恵
子（
富
岡
・
小
野
小
）

　
教
諭
　
荒
川
星
奈（
富
岡
・
東
中
）

　
教
諭
　
冨
澤
明
日
歩（
高
崎
・
寺
尾
中
）

　
教
諭
　
小
西
雅
明（
片
品
・
片
品
中
）

　
事
務
　
武
田
富
雄（
富
岡
・
富
岡
中
）　

　
転
出

　
教
諭
　
茂
原
真
哉（
富
岡
・
富
岡
小
）

４
月
１
日
付
 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

転
入
者
の
（
　
）
は
転
入
前
校

転
出
者
の
（
　
）
は
転
出
先
校

教
職
員
人
事
異
動

　
転
入
・
採
用

　
教
頭
　
富
岡
千
春（
富
岡
・
一
ノ
宮
小
）

　
教
諭
　
佐
藤
功
子（
高
崎
・
吉
井
西
小
）　

　
教
諭
　
茂
木
良
介（
甘
楽
・
甘
楽
中
）

　
教
諭
　
新
井
　
瞬（
前
橋
・
前
橋
特
支
）

　
教
諭
　
山
中
あ
か
ね（
新
採
用
）

　
教
諭
　
清
水
美
奈
子（
甘
楽
・
新
屋
小
）

　
教
諭
　
齋
藤
舞
衣（
育
休
補
助
）

　
事
務
　
伴
野
純
子（
下
仁
田
・
下
仁
田
中
）

　
転
出

　
教
諭
　
新
井
敏
弘（
神
流
・
中
里
中
）

　
教
諭
　
吉
田
　
修（
甘
楽
・
甘
楽
中
）

　
教
諭
　
佐
藤
　
颯（
富
岡
・
南
中
）

　
事
務
　
尾
城
　
健（
下
仁
田
・
下
仁
田
小
）

　
退
職

　
教
頭
　
松
本
秀
彦
　

　
教
諭
　
山
室
秀
樹

　　
転
入

　
校
長
　
茂
木
　
浩（
富
岡
・
富
岡
小
）

　
教
諭
　
吉
原
千
奈
美（
甘
楽
・
甘
楽
中
）

　
転
出

　
校
長
　
今
井
和
久（
富
岡
・
南
中
）

　
教
諭
　
中
山
由
紀（
高
崎
・
新
町
第
二
小
）

　
教
諭
　
柴
山
美
穂（
甘
楽
・
甘
楽
中
）

　
退
職

　
教
諭
　
加
瀬
富
美
子

　
 ◎
新
屋
小
学
校
 

　
 ◎
小
幡
小
学
校
 

　
 ◎
甘
楽
中
学
校
 　

　
 ◎
福
島
小
学
校
 

時

　
４
月
１
日
付
け
で
、消
防
団
役
員
が
新
た
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
。年
間
を
通
し
て
、火
災
や
災
害
な
ど
有
事
の

際
の
消
火
活
動
や
防
火
・
防
災
活
動
で
お
世
話
に
な
り

ま
す
。

第１分団…小幡・上野・国峰・善慶寺・

　　　　　轟・秋畑

　第１部　部長　富岡範行

　第２部　部長　小金澤　忍

　第３部　部長　齋藤一樹

第２分団…福島・小川・白倉・天引・

　　　　　金井・造石・庭谷

　第１部　部長　青木　功

　第２部　部長　森平俊亮

　第３部　部長　西村元希

ラッパ隊…ラッパ長

　　　　　飯塚大晃

消
防
団

消
防
団

消
防
団

団　長
結城　孝

第１副分団長
髙橋義信

第１分団長
中野義博

第２副分団長
町田恵一

副団長
山﨑義仁

第２分団長
鈴木朝夫

部長以上役員（４月１日付・敬称略）
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町政の動き

　
４
月
１
日
付
け
で
、
　
人
の
交
通
指
導
員
が
任
命
さ
れ
、
新
体
制
が
ス

１０

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
２
年
間
で
、
児
童
生
徒
の
通
学
安
全
指
導
や
町
の
交
通
安
全
活

動
な
ど
で
お
世
話
に
な
り
ま
す
。（
敬
称
略
）

交
通
指
導
員

教職員合計６年５年４年３年２年１年小学校

１４１８２３５２９２９２６２８３５小幡小

１３１８４３７３４３０２９２４３０福島小

１８２４８４０４６３８４７４７３０新屋小

４５６１４１１２１０９９７１０２９９９５合　計

教職員合計３年２年１年中学校

２６３２６１０５１０６１１５甘楽中

平成３０年度  児童生徒数・教職員数

　　　　（４月９日現在）

齊藤満智子さん
（福島・再任）

任期
平成３０年４月７日
から３年間

中野惣一さん
（秋畑・再任）

任期
平成３０年４月６日
から３年間

審

査

委

員

会

委

員

固

定

資

産

評

価 委

員

教

育

委

員

会

第１０区
飯塚順一さん

第１０区
加藤典子さん

区

長

環

境

保

健

支

部

長

区

長

代

理

任期
平成３０年４月１日
から１年間

任期
平成３０年４月１日
から１年間

　
教
諭
　
吉
原
千
奈
美（
甘
楽
・
福
島
小
）

　
教
諭
　
茂
木
良
介（
甘
楽
・
小
幡
小
）

　
教
諭
　
木
村
翔
太（
高
崎
・
群
馬
南
中
）

　
退
職

　
校
長
　
瀬
間
一
正

　
教
諭
　
服
部
文
江

　
教
諭
　
齋
藤
秀
樹

　
教
諭
　
森
　
み
ど
り
　

　
事
務
　
田
村
京
子

　
栄
養
職
員
　
佐
瀬
裕
美

次

隊　長
田村雅人
（秋畑）

会　計
亀井　寿
（福島）

班　長
大河原 男
（金井）

隊　員
飯塚　章
（小幡）

副隊長
伊藤雄一
（小幡）

班　長
勅使河原　清
（福島）

隊　員
高田　実
（小川）

隊　員
中野哲也
（国峰）

隊　員
牛込喜久
（天引）

隊　員
吉田正美
（白倉）
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（４月１日付人事異動後）

と 所 属 職 員
　　　　　　　　係名・主な担当業務・所属職員　　　　　　　　　課　　　名　

（人事・給与・消防・防災・交通安全・儀式）

　山口隆彦、横山理英子、中島明子、平岡美香

（行政改革・情報公開・地方分権・選挙・広報・文書）

　猿谷朋子、富澤友哉

（秘書・叙位叙勲表彰）

　

■庶務係……………………

　補佐兼係長          秋山勝重

■行政係……………………

　係長                    神宮　雅

■秘書係……………………

　係長       　　　   峯岸勇夫

 総務課 ……………
　課長　富田　浩

（地方創生・総合計画・国際交流・公共交通・広域圏・自立推進）

　市川浩二、小林洋平

（予算決算・財産管理・入札契約）

　桐生晃成、上原望美（新採用）

（電算処理・情報化施策）

　小野﨑将之

■企画調整係………………

　補佐兼係長          田中睦宏

■財政係……………………

　補佐兼係長          髙橋義信

■情報政策係………………

　係長                 小間布美代

 企画課 ……………
　課長　田村昌徳

（町県民税・固定資産税・国保税・軽自動車税）

　髙松百合、飯塚信一、新井大雄、蛭田卓磨、中野芙美香

（窓口・戸籍・住民基本台帳・年金・人権・パスポート申請交付）

　荻原廣美、大野睦恵、岡本妙子、髙木里奈

（税滞納整理および処分・納税相談）

　田島慎也

（廃棄物・環境・公害・畜犬）

　黒澤一幸（再任用）

■税務係……………………

　係長　　　　　鈴木千奈津

■住民係……………………

　係長　　　　　　今井和広

■収納係……………………

　係長　　　　　　新井啓介

■環境係……………………

　補佐兼係長　　　森平唯千

 住民課 ……………
　課長　三木保広

（保健衛生・予防医療）

　萩原　泉、新井　淳、佐藤ひかり、下山綾子

（児童福祉・障害福祉・高齢者福祉・生活保護）

　久保一彦、岡本麻美

（国民健康保険・福祉医療・後期高齢者医療）

　丸澤智佳子、藤原佑樹

（介護保険・地域包括支援センター）

　野中　香、飯塚香奈、横尾政志、

　小金澤英美（嘱託）、北村厚子（嘱託）

　

　島田由美子、岩井幸子、田中登美子、吉田あけみ

　

■保健係……………………

　補佐　　　　　　森下成世

　係長　　　　　平井まさみ

■福祉係……………………

　係長　　　　　　渡邊博司

■国保係……………………

　係長　　   　　　小幡　徹

■介護保険係………………

　補佐　　　　　塩原美佐子

　係長　　　　　齋藤開代子

■かんら保育園……………

　園長　　　　　   森田　稔

　　　　　　  　　　（嘱託）

 健康課 ……………
　課長　松井　均

（上下水道料金・経営・企画・予算決算・賦課徴収）

　宗意卓也、中村勇介（新採用）

（上水道事業・簡易水道事業・小水道指導）

　萩原俊一、野尻佳希

（公共下水道事業・農業集落排水事業・

  し尿・浄化槽）　

　中野晃寿、松浦祐也

■業務係……………………

　係長　　　　　山田ひろ子

■上水道係…………………

　係長　　　　　　茂木　隆

■下水道係…………………

　補佐兼係長　　　小澤大蔵

　　

 水道課 ……………
　課長　関口幸美

上
原
望
美

中
村
勇
介

（４月１日付 ）　 中村勇介、黒澤　翔、上原望美、大田彩花 新採用  

 退   職 （３月３１日付）　退職：森田　稔、横尾　弘、黒澤一幸、小安和順、金田弥生、萩原涼平（協力隊）
　　　　　　　再任用任期満了：中野哲也、吉田喜代治、三木裕子、三木厚子 
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町 の 事 務 機 構
　　　　　　　　係名・主な担当業務・所属職員　　　　　　　　　課　　　名　

（ふるさと館・道の駅甘楽・長岡今朝吉記念ギャラリーカフェ運営）

　川村　僚（協力隊）

（農林振興・物産振興）

　土屋加奈子、齊藤克也、中嶋慧二朗、浅井広大（協力隊）

（商工振興・観光振興・労働行政・統計・伊駐在事務所）

　山田宣義、上條理子、黒澤　翔（新採用）、浦野充加（協力隊）
　

■都市農村交流協会担当…

　補佐　　　　　　髙橋　功

■農林係……………………

　補佐兼係長　五十里比登志

■商工観光係………………

　補佐兼係長　　　増田剛久

 産業課 ………………
　課長　齋藤淳二
（消費生活センター所長兼務）

 農業委員会事務局 … 
 事務局長（兼務）齋藤淳二

（まちづくり推進）

　齋藤文康（兼務）、高橋孝宏（兼務）、

　松野正志（兼務）

　富田和幸（兼務）、飯出貴宏（兼務）、

　山田勇人（兼務）

（道路橋梁建設、維持・土地改良・ 農林道整備・農業構造改善）

　高橋孝宏、松野正志

（都市計画・公園管理・開発指導・土地開発公社・町営住宅・道路、 

用地管理・公共物の使用許可）

　飯出貴宏、山田勇人

■まちづくり推進室………

　補佐兼室長　　　寺内久夫

■建設係……………………

　補佐兼係長　　　齋藤文康

■都市計画係………………

　補佐兼係長　　　富田和幸

 建設課 ………………
　課長　小澤嗣生
（甘楽郡土地開発公社
  甘楽町支所事務長兼務）

○長岡今朝吉記念ギャラリー館長  　長岡芳久（非常勤特別職）

 会計課 ………… ■会計係
   会計管理者　         …（収入支出管理・決算・物品管理）

　課長　大河原敦子　　  磯貝遥香

 議会事務局 …………    ■議会事務局
　事務局長　丸澤直樹     …（議会・監査事務）

                                     　    書記　阿部　愛

                                                     （総務課兼務）

○ら・ら・かんら/図書館館長　  高松百合、金田浩光（非常勤特別職）

（教育委員会・学校教育）

　横尾貴広、堀口裕貴

　　

　有井美祐

　佐藤　愛

　林　優子

（町立小、中学校・幼稚園・保育園給食）

　齋藤　隆、田村　守、浅川秀人、富岡範行

■学校教育係………………

　補佐兼係長　　　新井綱人

　　　　　　　　 （指導主事）

■幼稚園　

　小幡幼稚園長　高橋美枝子

　福島幼稚園長　小澤由佳利

　新屋幼稚園長　　中島好美

■給食センター……………

　所長　　　　　　茂原　賢

 学校教育課 …………
　課長　山﨑ひづる

（生涯学習・公民館管理運営・社会体育・体育施設管理）

　高橋　茂、永井俊也、大田彩花(新採用）

　

　金田浩光（非常勤特別職）、山田陽子

　松本一雄（非常勤特別職）　

（文化財保護・ 歴史民俗資料館／古代館／

出土文化財管理センター管理運営）

　新井　司、古舘智也

　小安和順（嘱託）

■社会教育係………………     

　補佐　　　　　宇佐美智博

　　　　　　　　　　（兼務）

　係長　　　　　　小間克敏

　○ら・ら・かんら／図書館長

　○文化会館長  　　　

■文化財保護係……………

　

　補佐兼係長　　宇佐美智博

　○館長兼センター長  

 社会教育課 …………
　課長　岩﨑佳孝

　（公民館長兼務）

■農業委員会事務局………　　（農地売買・農地転用）

　　　　　　　　　　　　　　　中嶋慧二朗（兼務）

黒
澤
　

翔

大
田
彩
花

○消費生活センター　　　　　　和田美知子（嘱託）

町政の動き

 人事交流 群馬県へ……土屋和樹　　　群馬県より……寺内久夫　　　

寺
内
久
夫
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 　　　　　　　　　　　　　  ３．行政コスト計算書　　　　　　　　　　　　　　 

　１年間の行政活動のうち、福

祉活動やごみの収集といった資

産形成に結びつかない行政サー

ビスに係る経費とその行政サー

ビスの直接の対価として得られ

た財源（使用料・手数料など）を

対比させた財務書類です。

構成比率金　　額区　　　　　分

１４.３％６億５,５００道路、公園、下水道などにかかる費用

１５.４％７億    ３００学校、体育振興、文化などにかかる費用

２８.２％１２億８,７００子ども、高齢者、障がい者などにかかる費用

９.０％４億１,１００健康づくり、ごみ処理などにかかる費用

９.２％４億１,８００農業、商工業、観光振興などにかかる費用

５.８％２億６,４００災害、消防団、常備消防などにかかる費用

１５.６％７億１,２００庁舎等財産管理、交通、防犯、選挙などにかかる費用

２.５％１億１,４００議会運営、町債利息などにかかる費用

４５億６， ４００経常行政コスト（Ａ：上記の合計）

３億５， １００経常収益合計（Ｂ：使用料・手数料など）

３００臨時損失（Ｃ）

４２億１， ６００（差引）純行政コスト（Ａ）－（Ｂ）＋（Ｃ）

 　　　　 ４．純資産変動計算書　　  　　 　

　貸借対照表の純資産に計上されている各数値が１年間で
どのように変動したかを表しています。

純資産合計

１８８億２,２００　期首（平成２７年度末）純資産残高

　△４２億１,６００　　純行政コスト

３５億 ５， ４００　　一般財源（町税、地方交付税など）

８億７， ０００      補助金など

１９０億３，０００　期末（２８年度末）純資産残高

（単位：万円）

資

平均値数　値指　　　　　標

６８.７％７４.８％純資産比率（将来返済しなくてよい財産）

２９.８％２４.０％社会資本形成の将来世代負担率

５３.１％５５.１％資産老朽化比率

２２６万円１９１万円住民１人当たりの資産額

６１万円４８万円住民１人当たりの負債額

４４万円３２万円住民１人当たりの行政コスト

１２.５年６.９年町債の償還可能年数

 ５.３％８.７％受益者負担の割合

　現世代の負担を見る「純資産比率」は平均値を上回っており、将来

世代の負担比率が軽減されているといえます。一方、老朽化比率は平

均値を上回り将来の施設のあり方を考える必要があります。

４つの表から

分かるのは、

将来世代の負担比率

  これからも

健全な財政を

   続けるよ

※平均値は平成２７年度に統一的基準を採用した人口１～３万人の２５団体の平均値

　百万円単位としているため端数処理により、合計と一致しない場合があります

（単位：万円）
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　　　　　    　       　　　１．貸借対照表（バランスシート）　　　　　　　　

　自治体がサービスを提供するために保有している財産（資産）と、その資産をどのような財源（負債・純資産）で

賄ってきたかを総括的に対照した一覧表です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 借　　　　　方

資 産 の 部

　 町が所有している資産総額です。
 道路・公園などの公共資産と現金預金などがあります。

【内訳】
１．公共資産   ２１９億５,６００万円   道路、 橋梁 、公園、学校　

きょうりょう

　　　　　　　　　　　　　　　 など
２．投資など　 １６億３,２００万円　出資金や学校建築基金
　　　　　　　　　　　　　　　 などの特定目的基金
３．流動資産　 １８億５,９００万円　現金、財政調整基金、　
　　　　　　　　　　　　　　　 未収金など

　　　うち、歳計現金　　２億２,１００万円

２５４億４， ７００万円 資産合計

 貸　　　　　方

負 債 の 部

　 将来、支払い義務が発生するもので、ほとんどが町債

 です。「将来世代が負担する部分」ともいえます。

　　　　　　　負債合計　　　  ６４億１,８００万円

 純資産の部

　 資産と負債の差額で、住民サービスを提供するための  

 財産を取得した財源のうち、「現在までの世代が負担した  

 部分」ともいえます。

　　　　　　　　純資産合計　　１９０億３,０００万円

２５４億 ４， ７００万円 負債・純資産合計

 　　　　　　　２．資金収支計算書（キャッシュフロー計算書）　　　
（単位：万円）

　資金の出入りの情報を性質の異なる３つ

の区分に分けて表示した財務書類です。

 「４つの財務諸表 」を公表します

金　　額区　　　　　分

７億６,４００業務活動収支額

△６億５,４００投資活動収支額

△１億７， ０００財務活動収支額

△６， ０００２８年度歳計現金増減額

２億８,１００期首歳計現金残高

２億２,１００期末歳計現金残高

資諮

■問合せ先　企画課財政係　内線２４３

    町民１人当たりの資産１９１万円、負債４８万円

　　資産合計　２５４億４， ７００万円

 １３,３５４人（平成２９年３月３１日人口）　

 負債合計６４億１,８００万円

　　　　１３,３５４人  　　　

 １１１１１１１１１１１人人人人人人人人人人人当当当当当当当当当当当たたたたたたたたたたたりりりりりりりりりりりでででででででででででははははははははははは……………………………
　　　４つの表を活用し、
　　　健全財政に努めます

　前年に比べ、１人当たりの資産は減少（昨年は２２０万円）しましたが、

１人当たりの負債は増加（昨年は４２万円）しました。

祉 祉

   平成２８年度決算に基づく普通会計
  統一的な基準による 

町政の動き
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設
に
伴
う
新
規

雇
用
者
に
つ
い
て
、
町
内
へ
の
移
住

者
を
雇
用
し
た
場
合
、
従
業
員
１

人
１
回
に
限
り
　
万
円（
町
内
に

１０

住
所
を
有
し
て
い
る
者
を
雇
用
し

た
場
合
は
８
万
円
）
を
交
付
す
る
。

 対
象
要
件
  ※
い
ず
れ
に
も
該
当
 

 補
助
金
な
ど
の
内
容
 

　
町
で
は
、
新
規
に
進
出
ま
た
は
規
模
拡
大
な
ど
を
行
う
企
業
や
個
人
事
業
主
を

支
援
す
る
た
め
企
業
誘
致
促
進
事
業
補
助
金
を
新
設
し
ま
し
た
。

　（
仮
称
）甘
楽
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
や
甘
楽
第
一
産
業
団
地
の
整
備
に
伴
い
、
町

の
環
境
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と
か
ら
、
一
定
規
模
以
上
の
土
地
を
購
入
し
設
備
投

資
を
行
っ
た
企
業
や
個
人
事
業
主
に
補
助
金
な
ど
を
交
付
し
て
支
援
し
、
産
業
振

興
と
雇
用
創
出
を
図
り
ま
す
。

　
対
象
要
件
お
よ
び
補
助
金
な
ど
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
詳
細
は
産
業
課

商
工
観
光
係（
緯
内
線
４
１
３
）に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

町外からの企町外からの企業業

進出を推進し進出を推進し、、

町内企業の増町内企業の増設設

も支援しまも支援しますす！！

企
業
誘
致
促
進
事
業
補
助
金

 対
象
要
件
 

　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
高
等
学
校

新
卒
者
お
よ
び
大
学
な
ど
の
新
卒
者

を
雇
用
し
た
町
内
の
事
業
主
に
対
し

て
補
助
し
ま
す
。

 補
助
金
額
 

高
等
学
校
新
卒
者
　

　
補
助
金
　
万
円（
１
人
当
た
り
）

１０

大
学
な
ど
の
新
卒
者
（
大
学
、短
期

　
大
学
、大
学
院
、専
門
・
専
修
学
校
）

　
補
助
金
　
万
円
（
１
人
当
た
り
）

２５

若
年
者
ふ
る
さ
と
就
職
支
援

事
業
補
助
金

造成中の甘楽第一産業団地

まままままままままま
ちちちちちちちちちち
にににににににににに
元元元元元元元元元元
気気気気気気気気気気
をををををををををを
創創創創創創創創創創

ま
ち
に
元
気
を
創
出出出出出出出出出出出
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４月１０日は
「交通死亡事故ゼロゼロ
を目指す日」です

　春の全国交通安全運動が実施され、町内各

地で町交通対策協議会、交通指導員、富岡警

察署の皆さんが交通安全を呼びかけました。

春の全国交通安全運動

４月６日～４月１５日

４月１１日、県警女性警察官より横断歩道の渡り

方を学びました（新屋幼稚園）

４月１３日、ドライバーに対しチラシや啓発品を

配布し、「交通死亡事故ゼロを目指す日」の周

知と安全運転を呼びかけました（福島交差点）

４月１１日、慣れない通学路での安全な登下校や

正しい自転車の乗り方などの指導を行い、通学時

の交通事故防止を呼びかけました（甘楽中学校）

環 境 保 健 協 会
か ら の お 知 ら せ

vol.１０９

　１３回目となる「町内一斉ごみゼロの

日」が５月２７日（日）に実施されます。

　地域に捨てられているごみ拾いに取

り組み、環境を守る意識を高め、一人ひ

とりの自主的、継続的な活動へとつな

げることを目的としています。

　

　各行政区で決めたさまざまな取り組みに、
大勢の皆さんの参加をお願いします。

■問合せ先  住民課環境係　内線２６９

みんなでつくる
きれいな甘楽町
～町内一斉ごみゼロの日は５月２７日～

４区

処分場

【昨年の取り組み】

２１区

毎月
第１日曜日
家庭の日

　
甘
楽
町
青
少
年
育
成
推
進
員
連
絡
協
議
会
が

平
成
　
年
度
に
募
集
し
た「
家
庭
の
日
」標
語
の

２９

最
優
秀
賞
作
品
で
す
。 （
学
年
は
　
年
度
・
敬
称
略
）

２９

青青青青青青青青青青少少少少少少少少少少青少推推推推推推推推推推推

は
な
れ
な
い
　
家
族
の
糸
は
　
い
つ
ま
で
も
　
　
（
小
幡
小
５
年
　
佐
藤
杏
音
）

そ
ば
に
い
る
　
家
族
の
存
在
　
忘
れ
な
い
　
　
　
（
甘
楽
中
１
年
　
武
田
夏
帆
）

町政の動き
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子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
に
お
い
で
よ
！

日土金木水火月曜日

休
　
館
　
日

保
育
士
常
駐

保
育
士
常
駐

保
育
士
常
駐

保
育
士
常
駐

自
由
開
放

保
育
士
常
駐

（
　
時
～
正
午
）

１０

午
前

自
由
開
放

自
由
開
放

（
正
午
～
４
時
）

午
後

支
え
あ
う
　
住
み
よ
い
社
会
　
地
域
か
ら

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
　
５
月
　
日（
土
）

　１２

第３水曜日第１水曜日日程

内　容日内　容日月

自由遊び・読み聞かせ

１６ペタペタ遊び２５月

２０しゃぼん玉を飛ばそう６６月

１８七夕飾り作り４７月

★　お休み　 ★１５ボールで遊ぼう１８月

自由遊び・読み聞かせ

１９新聞紙で遊ぼう５９月

１７ミニ運動会３１０月

２１楽器を作って遊ぼう７１１月

クリスマス会１９自由遊び・読み聞かせ５１２月

かるた遊び・読み聞かせ１６★　お休み　 ★２１月

おひなさま作り２０自由遊び・読み聞かせ６２月

自由遊び・読み聞かせ２０親子で遊ぼう６３月

午前１０時３０分～１１時３０分　時間

 ■
 ご
利
用
く
だ
さ
い
！
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
に
こ
に
こ
甘
楽
緯（
６
７
）７
６
５
５
  健
康
課
福
祉
係
  内
線
６
０
２

　「
に
こ
に
こ
甘
楽
」の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
親
子
の
交
流
の
場
と
し
て
、
パ
パ
・
マ
マ
・
お
子
さ
ん
の
お
友
だ
ち

　
づ
く
り
の
場
と
し
て
ご
利
用
で
き
ま
す
。

保
育
士
の
常
駐
し
て
い
る
時
間
帯
を
設
け
て
子
育
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

保
健
師
や
助
産
師
、
管
理
栄
養
士
が
幅
広
い
相
談
に
応
じ
ま
す
。

地
域
の
子
育
て
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

子
育
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
な
り
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
皆
さ
ん
の
子
育

て
を
応
援
す
る
子
育
て
サ
ロ
ン「
さ
く
ら
ん

ぼ
」も
今
年
度
よ
り
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
す
。
日
程
・
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

午
前
　
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

１０

週
間
予
定
表
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・日曜日以外の祝日は開館（終日自由開放）

・８月１３日（月）～１５日（水）は終日自由開放

・１２月２９日～翌年１月３日は休館

５月１２日～
５月１８日
活動強化
週　間

　
町
で
は
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
附
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
多
世

代
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
整
備
・
運

営
事
業
に
寄
附
さ
れ
た
熊
井
戸
工

業
株
式
会
社
（
熊
井
戸
浩
一
代
表

取
締
役
社
長
・
高
崎
市
・
写
真

右
）
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

「
甘
楽
み
ん
な
で
子
育
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
賛
同

　
開
館
時
間

さ
く
ら
ん
ぼ
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域
住
民
の
健
康
や
保
健
活
動
の
推
進
を
主

な
仕
事
と
す
る「
保
健
推
進
員
」が
、次
の

　
人
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

２９　
保
健
推
進
員
の
任
期
は
２
年
。妊
産
婦
の
相

談
や
乳
幼
児
の
育
児
相
談
、各
種
健
診（
検
診
）

の
受
診
の
勧
め
や
乳
幼
児
健
診
で
の
協
力
な

ど
、身
近
な
と
こ
ろ
で
経
験
を
い
か
し
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
■
問
合
せ
先

　
　
　
に
こ
に
こ
甘
楽
緯（
６
７
）７
６
５
５
　

　
　
　
健
康
課
保
健
係
  内
線
６
３
１
・
６
３
２

地

　地域ぐるみの健康づくりを推進 ！新・保健推進員紹介

区１２３４５６７７９９　１０　１１　１２　１５　１６

氏
　
　
名

吉
田
絹
子

田
村
美
恵
子

茂
原
し
ず
江

工
藤
幸
代

松
井
京
子

中
野
由
美
子

吉
水
幸
枝

柳
澤
正
子

髙
橋
良
子

中
野
弥
生

新
井
眞
理
子

浅
香
厚
子

宇
佐
美
眞
理
子

近
藤
益
美

松
沢
光
子

   区
　
　１７

　
　１８

　
　１９

 　
  １

２０ 　
  ２

２０　
　２１

　
　２２

　
　２３

　
　２４

　
　２５

　
　２６

　
　２６

　
　２７

　
　２８

氏
　
　
名

出
牛
ル
イ
子

新
井
　
惠

落
合
　
薫

柳
澤
澄
子

相
川
八
千
代

神
宮
幸
子

増
田
鈴
代

髙
橋
静
子

堀
口
孝
子

森
平
礼
子

加
藤
貞
子

齊
藤
清
子

兼
見
サ
ト
江

松
井
久
子

　
 （
敬
称
略
）

遊遊 をを 新新 しし まま しし たた調調
　
甘
楽
ふ
る
さ
と
館
前
の
総
合
公

園
広
場
に
新
し
い
遊
具（
複
合
遊

具
２
基
）を
設
置
し
ま
し
た
。
ど

う
ぞ
お
子
さ
ん
連
れ
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、町
で
は
定
期
的
に
専
門

業
者
に
よ
る
公
園
遊
具
の
安
全
点

検
を
行
っ
て
い
ま
す
。
危
険
個
所

や
不
具
合
な
ど
お
気
付
き
の
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
建
設
課
都
市
計

画
係（
察
内
線
４
２
１
・
４
２
２
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

具具

町政の動き
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 新
指
定
町
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
　
其
の
二
　
 ■
 社
会
教
育
課
文
化
財
保
護
係
　
内
線
５
２
３

　
世
界
遺
産
の
富
岡
製
糸
場
は
明
治
５

年（
１
８
７
２
）　
月
４
日
に
操
業
を
開

１０

始
し
ま
し
た
。
こ
の
建
設
に
あ
た
り
、

小
幡
に
あ
る
長
厳
寺
裏
の
 連
石
山
 か
ら

れ
ん
せ
き
ざ
ん

製
糸
場
建
物
土
台
石
に
用
い
る
牛
伏
砂

岩
の
石
材
が
切
り
出
さ
れ
、
こ
れ
ら
は

「
御
用
石
」と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

土
台
石
採
掘
場
所

土
台
石
採
掘
場
所
跡跡

  富
岡
製
糸

富
岡
製
糸
場場

　
学
校
給
食
の

学
校
給
食
の
碑碑

日
本
で
最
初
の
学
校
給

日
本
で
最
初
の
学
校
給
食食

近
代
産
業
を
支
え

近
代
産
業
を
支
え
たた

　
連
石
山
の
東
向
き
の
山
肌
に
採
掘
場

所
は
あ
り
、
南
北
方
向
に
長
く
上
下
二

段
で
採
掘
さ
れ
ま
し
た
。

　
切
り
出
さ
れ
た
土
台
石
は
現
在
も
世

界
遺
産
の
富

岡
製
糸
場
を

立
派
に
支
え

て
お
り
、
採

掘
場
所
跡
は

非
常
に
貴
重

な
史
料
で
あ

り
、
重
要
な

遺
産
で
す
。

　
町
立
福
島
小
学
校
は
、
昭
和
７
年

（
１
９
３
２
）
　
月
に
日
本
で
最
初
に
学

１２

校
給
食
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
で
初
め
て
の
学
校
給
食
に
深
く

関
心
を
寄
せ
ら
れ
た
昭
和
天
皇
陛
下
は

昭
和
９
年（
１
９
３
４
）　
月
　
日
、
同

１１

１５

校
の
学
校
給
食
状
況
を
使
者
に
視
察
さ

せ
ま
し
た
。こ
れ
を
記
念
し
て
旧
福
島
町

民
と
学
校
が
、
紀
元
二
千
六
百
年
の
奉

祝
記
念
と
し
て
昭
和
　
年（
１
９
４
０
）

１５

　
月
に
碑
を
建
立
し
ま
し
た
。当
時
の
状

１１況
が
よ
く
理
解
で
き
、
歴
史
的
に
も
地

方
史
的
に
も
重
要
か
つ
貴
重
な
碑
で
す
。

　
全
高
１
． ９
ｍ
の
台
石
上
に
あ
り
、
碑

高
３
． ２
ｍ
、
幅
１
． ６
 ｍ
、
厚
さ
　
～
１３

　
尺
の
黒
御
影
石
で
す
。

１６

福島小学校敷地内南側に建立

された記念碑

◎◎
根
岸
ひ
と
み
さ
ん
、さ
ゆ
り
さ
ん

根
岸
ひ
と
み
さ
ん
、さ
ゆ
り
さ
ん
、、

あ
ゆ
み
さ
ん
（
小
川

　
あ
ゆ
み
さ
ん
（
小
川
））

◎
飯
塚

実
さ

◎
飯
塚
　
実
さ
んん
（
太
田
市
）

（
太
田
市
）

◎
関
口
和
美
さ
ん（
庭
谷

◎
関
口
和
美
さ
ん（
庭
谷
））

段
飾
り
雛
人
形
な
ど
を
寄
付

　
段
飾
り
雛
人
形
な
ど
を
寄
付
ささ

れ
ま
し
た

れ
ま
し
た
。。
　

◎◎
株
式
会
社
江
原
電
気
工

株
式
会
社
江
原
電
気
工
業業

　
（
江
原
敏
男
代
表
取
締
役

（
江
原
敏
男
代
表
取
締
役
・・

金
井

　
金
井
））

学
校
図
書
購
入
費
と
し
て

　
学
校
図
書
購
入
費
と
し
て
　
万万
１０１０

円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た

円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。。

善
意
に
深
く
感
謝
し

善
意
に
深
く
感
謝
し
、、広
く
広
く

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
すす

善
意
の
紹

善
意
の
紹
介介

旧甘楽二中に展示された雛人形

次
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 ■
 国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ
 ■
 住
民
課
住
民
係
　
内
線
２
６
４

町政の動き

   町
で
は
介
護
予
防
を
積
極
的
に
支
援

す
る「
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
」の
養
成

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
　
人
が

６５

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
し
、
お
た
っ

し
ゃ
会
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
介
護
予
防
事
業

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
年
２
回
、
知
識
や
技
術
の
向
上
を
目

的
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
実
施

し
、
３
月
　
日
、
に
こ
に
こ
甘
楽
で
富

１３

岡
消
防
署
甘
楽
分
署
員
を
講
師
に
招

き
、「
救
急
法
講
習
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
　
人
は
実
技
で
心
肺
蘇
生

３５

法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
実
践
し
ま
し
た
。
受
講
し
た

サ
ポ
ー
タ
ー
は
「
は
じ
め
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

使
っ
た
。
実
際
の
場
面
で
本
当
に
使
え

る
か
は
不
安
だ
が
、
良
い
経
験
が
で
き

た
」と
話
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
町
は
介
護
予
防
サ
ポ
ー

タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
と
協
力
し
な
が
ら「
高
齢
に
な
っ

て
も
暮
ら
し
続
け
る
町
づ
く
り
・
高
齢

者
を
支
え
る
人
づ
く
り
」を
進
め
ま
す
。

 ■
に
こ
に
こ
甘
楽
緯（
６
７
）７
６
５
５
  健
康
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
  内
線
６
２
１

 ■
 介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
が
救
急
法
を
学
び
ま
し
た

請求関係加入関係

　年金請求書

　未支給年金請求書

　年金受給権者死亡届（報

　告書）

　国民年金死亡一時金請求

　書

　国民年金被保険者関係届書（申

　出書）

　国民年金保険料免除・納付猶予

　申請書

　国民年金保険料学生納付特例

　申請書

　国民年金保険料クレジットカー

　ド納付（変更）申請書

　
国
民
年
金
の
各
種
手
続
き
で
は
、
基
礎
年
金
番
号
に
代
わ
り

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
て
も
ら
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
各

種
届
出
の
際
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
海
外
在
住
者
な
ど
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
お

持
ち
で
な
い
人
は
、
今
ま
で
ど
お
り
基
礎
年
金
番
号
に
よ
る
届

出
も
で
き
ま
す
。

マイナンバーの記載が必要な届出書

甘楽分署員の話を熱心に聞くサポーター

初めての心肺蘇生法に緊張しました

　
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
に
よ
る
届
出
が

始
ま
り
ま
し
た
！

　　
今
ま
で
第
１
号
被
保
険
者
か
ら
任
意

加
入
な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
口

座
振
替
納
付（
変
更
）申
出
書
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
同
一
口
座

か
ら
口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合
に
つ

い
て
は
提
出
が
省
略
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
る

人
が
振
替
方
法
の
み
変
更
す
る
場
合

は
、
指
定
預
金
口
座
欄
の
記
入
、
押
印

を
省
略
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

口
座
振
替
納
付（
変
更
）
申
出
書
の
口
座

名
義
人
欄
に「
振
替
方
法
の
変
更
の
み

希
望
」と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
高
崎
年
金
事
務
所
（
代
表
）

　
緯
０
２
７（
３
２
２
）４
２
９
９

　
国
民
年
金
の
口
座
振
替
手
続
き

国
民
年
金
の
口
座
振
替
手
続
き
がが

一
部
簡
素
化
さ
れ
ま
し
た

　
一
部
簡
素
化
さ
れ
ま
し
た
！！

町政の動き
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町政の動き

● 身近な情報をお寄せください………総務課行政係　内線２１３・２１４

Ｅ－ｍａｉｌ　ｇｙｏｕｓｅｉ＠ｔｏｗｎ．ｋａｎｒａ．ｌｇ．ｊｐ
町町 ののわだわだいい

　甘楽町鉢植クラブ（森平毅二会長・会員２９人）

は３月２４日、「サギソウ寄せ植え教室」を町文化

会館で開きました。中野薫明さん（国峰）の指導

により、参加者３０人が水ゴケと鹿沼土を使用し、

サギソウの球根を鉢に植え付けました。

　中野さんは「サギソウは水を好むので乾かさ

ないように注意し、白サギが飛んでいるような

かわいらしい花を咲かせてほしい」と話されま

した。同クラブでは展示会を年３回、教室を年２

回実施しているほか、月例でテーマを決めて研

修会を開き、技術を磨いています。

を楽しみに サギソウ寄せ植え花花

　町選挙管理委員会委員長の峯岸秋男さん（天引）は選挙管理執行

啓発活動の功績が認められ、総務大臣表彰を受賞しました。

　これは、昨年１０月の衆議院議員総選挙で選挙事務の適正な管理執

行や明るい選挙の推進に尽力したとして表彰されたもので、３月２０

日に県庁で伝達式がありました。選挙管理委員会では峯岸さんを中

心として町広報紙で選挙特集を組み、投票の呼びかけなどの啓発に

も努めました。

　峯岸さんは「防災無線の一斉放送やデマンドタクシーの移動支援

などの取り組みと皆さんのご協力により適正な選挙の執行につな

がった。個人名での受賞ではあるが、町選挙管理委員会で受賞でき

たものだと思っています」と話されました。

挙の管理執行に尽力 峯岸さん選選

ＯＣで入賞 三浦さんＪＪ
　第４０回ＪＯＣジュニアオリンピックカップ春季水泳競

技大会が３月２７日から３０日、東京辰巳国際水泳場（東京都

江東区）で開かれ、三浦玲央さん（福島・高崎高校２年）が

入賞しました。

　三浦さんは男子１００メートル背泳ぎで５４秒６５、同２００

メートルでは１分５８秒３８でそれぞれ５位入賞を果たしま

した。

　三浦さんは「自己ベストが出せたが目標タイムに届か

なかったので練習を積み、５月のジャパンオープンでさ

らに上を目指します」と話してくれました。
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護の仕事を知る 甘楽中介介
　甘楽中学校の１年生（現２年生）１０６人は３月１６

日、「知ってもらおう介護の仕事」と題した学習を

行いました。これは、社会福祉法人かんら会シル

ク（中野裕文施設長）と特別養護老人ホームシル

ク・おばた（三木秀明施設長）が主催したもので、１７

人の職員を講師に迎え、介護の仕事についての講

義とお年寄り体験や車いす体験が行われました。

　生徒たちは介護の仕事について理解を深めると

ともに、興味や関心を高めることができました。

吉田澪冬くんは「これからは地域のお年寄りを支

えて生活していきます」と話してくれました。

　「白倉のお天狗さま」の名で知られる白倉神社では

恒例の春季例大祭が４月１５日に行われました。

倉神社春季例大祭白白

　町指定重要無形民俗文化財の太々神楽（明治１３年創

設）が奉納されました。

　また、餅などの縁起物を手にしようと地域の皆さん

など多くの人が集まりました。

　２０ -１区の笹森福寿会（山田昼義会長・会員５４人）で

は３月２６日、笹森稲荷神社広場周辺でノルディック・

ウォーク講習会を開きました。全日本ノルディック・

ウォーク連盟公認指導員の棚橋夕菜さんを講師に迎

え、３０人がポールを使った歩き方や階段の上り方、坂道

の下り方などを体験しました。

　横山マス子さん（福島）は「足の痛みをあまり感じず

に歩けた。階段も休まず上れ、皆さんと会話をしながら

楽しめました」と話され、山田会長は「初めての体験

だったが、効果を感じてもらえた。正しい姿勢に慣れ、

足に筋肉がつければ健康につながる。今後も多くの人

が参加できる企画をしていきたい」と話されました。

ルディック・ウォーク体験 笹森福寿会ノノ
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町町ののわだわだいい

　町の小学校３校では４月９日に入学式が開かれ、

新１年生９５人（男子４７人・女子４８人）の小学校生活が

スタートしました。

待とランドセルを背負って期期 ６
年
生
と
一
緒
に
入
場
す
る
新
１
年
生

　福島小学校では、６年生のお兄さんとお姉さんが、

期待と不安で胸をふくらませた新１年生３０人の手を引

いて入場しました。

　茂木校長先生から「あいさつをしっかりする、友だ

ちと仲良くする、交通事故にあわない」の３つのお願

いが守れますかの問いかけに全員で「はい」と約束の返

事ができました。「ハイッ」と返事ができたよ

　日本の里１００選の秋畑那須地区に４月１５日、

こいのぼりの里がオープンしました。

　ちぃじがき蕎麦の館「那須庵」の上空の山あい

に約３００匹の色鮮やかなこいのぼりが元気に泳

ぎ、子どもたちの健やかな成長を願っていま

す。

風に泳ぐ こいのぼり薫薫

　こいのぼりは浅香孝一１１区長を中心とした地区の皆さ

んの協力により掲揚されました。急傾斜地での作業は足場

も悪く一苦労でしたが、息の合った皆さんの力により、こ

いのぼりが新緑まぶしい雄川の谷に勇ましく泳ぎました。

　５月１３日（日）まで、大空に力強く泳ぐこいのぼりをお楽

しみください。

ご家庭で眠っているこいのぼりをもう一度大空に泳がせてみませんかご家庭で眠っているこいのぼりをもう一度大空に泳がせてみませんか？？

使わなくなったこいのぼりがありましたら、ぜひご寄付ください（吹き流し使わなくなったこいのぼりがありましたら、ぜひご寄付ください（吹き流しなな

どは除きます）。産業課商工観光どは除きます）。産業課商工観光係係（（緯緯内線４１３内線４１３）で受け付けしています。）で受け付けしています。
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いきいいきいきき
クラクラブブ
活動紹活動紹介介

★

 活活動内動内容容 

　毎週木曜日の午後７時４０分から

９時まで、金井のスタジオでスト

レッチから始まり、筋トレ、バレエ

のバーレッスン、ダンスステップ

などの基本練習を行った後、各イ

ベントに向けてオリジナルに振り

付けされたダンスを繰り返し踊る

というメニューを行っています。

来来 夢夢 来来 人人
ラ イ ム ラ イ ト

代表者　

　須藤えり子（金井）

会員数　

　１５人　

設立年　

　平成１２年

『いきいきクラブ活動紹介』では町内で活動する文化および
体育協会登録団体のクラブ活動を紹介します

★

★

vol.３４

 クラブの特徴クラブの特徴 

　「ジャズダンス」「モダンジャズ」主体で振り付け

されたダンスを、はやりの曲や懐かしい曲に合わ

せ軽快に踊ります。自分たちで考えた衣装を着け、

演目に合わせた舞台化粧をしたりと非日常を楽し

んでいます。最新の曲で振り付けを覚えながら体

を動かすことやダンスによる有酸素運動のおかげ

で、脳も体も「健康と若々しさ」を保つことができ

ます。

 住民の皆さんに一住民の皆さんに一言言 

　ジャズダンスを踊ってみたい、舞台に立ってみ

たい、人生を楽しく過ごしたい。そんな人、一緒に

楽しい時を過ごしませんか？興味のある人は須藤

代表（緯７４・３５７１）まで連絡をお願いします。

 今後の予定・目標な今後の予定・目標などど 

　さくら祭りや芸能発表会、富岡の各種お祭り、合

同発表会など多数のイベント出演のほか、貸切バ

ス旅行や震災復興チャリティーウォーク、宴会な

ど楽しい行事も毎年行っています。今年の合同発

表会は６月１６日(土）午後２時半～（予定）富岡

市生涯学習センターで行います。入場無料です

ので、お時間のある人はぜひ見に来てください。

合同発表会での「キャッツ」（町文化会館）

芸
能
発
表
会「
昭
和
平
成
懐
か
し

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
」

さくら祭りに出演（メンバーは４０～６０歳代）



シ
リ
ー
ズ
「
介
護
保
険
」
　

　

　
健
康
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
内
線
６
２
１
・
６
２
２
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健康

安全

連
載
謂
　

　
   
    き
ら
き
ら
☆
か
ん
ら
　
駐
在
所
だ
よ
り

■
に
こ
に
こ
甘
楽
　
緯
（
６
７
）７
６
５
５
　

　
現
在
す
で
に
判
断
能
力
が
不

十
分
な
人
が
対
象
で
、本
人
の
判

断
能
力
に
応
じ
て
、「
後
見
」「
保

佐
」「
補
助
」の
３
種
類
に
分
か

れ
、支
援
す
る
人
も「
成
年
後
見

人
」「
保
佐
人
」「
補
助
人
」
と
名
称

が
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
後
見

人
な
ど
が
「
同
意
権
・
取
消
権
」

「
代
理
権
」
な
ど
、定
め
ら
れ
た
権

限
の
範
囲
に
応
じ
て
、本
人
が
日

常
生
活
を
送
る
上
で
必
要
な
法

律
行
為
を
支
援
し
ま
す
。

　
本
人
に
代
わ
っ
て
財
産
管
理

や
契
約
な
ど
の
法
律
行
為
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。例
え
ば
、

本
人
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

利
用
す
る
と
き
に
は
、後
見
人
な

ど
が
契
約
や
費
用
の
支
払
い
を

行
い
、
サ
ー
ビ
ス
が
適
正
に
行
わ

れ
て
い
る
か
確
認
を
し
ま
す
。

　
本
人
が
契
約
な
ど
を
行
う
と
き

に
は
後
見
人
な
ど
の
同
意
が
必
要

と
な
り
ま
す
。ま
た
本
人
が
後
見

人
な
ど
の
同
意
が
な
い
ま
ま
に
契

約
な
ど
を
行
っ
た
と
き
に
は
、取

消
し
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

知
っ
て
安
心

　９５

法
定
後
見
制
度
と
は
・・
・
１

　

　　◆
前
任
地
は

　
沼
田
警
察
署
尾
瀬
駐
在
所
で

３
年
間
勤
務
し
ま
し
た
。

◆
住
民
の
皆
さ
ん
へ
一
言

　
こ
の
た
び
の
異
動
で
小
幡
駐

在
所
に
勤
務
と
な
り
ま
し
た
布

施
  隆
で
す
。
歴
代
の
勤
務
員

か
ら
、
甘
楽
町
は
と
て
も
良
い

と
こ
ろ
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

駐
在
所
に
は
気
軽
に
立
ち
寄
っ

て
い
た
だ
き
、
お
互
い
の
情
報

交
換
の
場
と
な
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　◆
前
任
地
は

　
伊
勢
崎
警
察
署
刑
事
第
二
課

で
５
年
間
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。

◆
住
民
の
皆
さ
ん
へ
一
言

　
こ
の
た
び
の
異
動
で
福
島
駐

在
所
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
木
嶋
　
徹
で
す
。

　
安
全
で
平
穏
な
甘
楽
町
の
実

現
の
た
め
に
住
民
の
皆
さ
ん
の

協
力
の
下
、
精
一
杯
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

◆
前
任
地
は

　
伊
勢
崎
警
察
署
交
通
課
で
2

年
間
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

◆
住
民
の
皆
さ
ん
へ
一
言

　
皆
さ
ん
初
め
ま
し
て
。
こ
の

春
か
ら
金
井
駐
在
所
で
勤
務
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
小
澤
 

昂
平
で
す
。

　
初
め
て
の
甘
楽
町
、
初
め
て

の
駐
在
所
勤
務
で
慣
れ
な
い
こ

と
が
多
く
、
至
ら
な
い
点
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
頑
張
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す

　
小
幡
駐
在
所
の
中
山
　
淳
さ
ん
は
高
崎
警
察
署
へ
、
福
島
駐
在
所
の
清
水
克
哉
さ
ん
は
前
橋
東

警
察
署
へ
、
金
井
駐
在
所
の
七
五
三
木
　
航
さ
ん
は
富
岡
警
察
署
へ
そ
れ
ぞ
れ
異
動
に
な
り
ま
し

た
。
今
ま
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
し
い
駐
在
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

金井駐在所

 小澤 
おざわ

 昂平 さん
こうへい

福島駐在所

 木嶋 　 徹 さん
きじま とおる

小幡駐在所

 布施 　 隆 さん
ふ せ  たかし

補補助助保保佐佐後後見見種種類類

判断能力が不十
分な人

判断能力が著し
く不十分な人

判断能力がほと
んどない人

利用でき利用できるる
人人

補助人保佐人成年後見人支援す支援するる人人

本人の同意を得た上で家庭裁判
所が定めた法律行為

本人が行う全て
の法律行為

代理代 理 権権

本人の同意を得
た上で、家庭裁
判所が定めた法
律行為

法律上定められ
た重要な行為

日常生活に関す
る行為以外の全
ての行為

同意同 意 権権

取消取 消 権権

成年後見制度の種類と内容

成
年
後
見
制
度
を
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
②

代
理
権
と
は
・・
・

同
意
権
・
取
消
権
と
は
・・・
１

！！

！！



◎お名前は常用漢字・現代かなを

使用させていただきます。

◎戸籍の窓に掲載を希望されない

人は届出の際に窓口にお申し出

ください。

甘楽町図書館
開館　午前９時～午後７時
緯 ７ ０－４ ６ ６ ０
死 rarakanra@town.kanra.lg.jp

ＢＯＯＫ

戸籍

広報かんら　　３０．５．１23

　３月１６日

～４月１５日届出

（敬称略）

４，９０４
世帯

（＋１０）
１３，２１２

人口
（△４０）
６，５１２

男
 （△２６）
６，７００

女
（△１４）

３月３１日現在
（前月末比）

図書館に新しく入った本

 お悔やみ申し上げます 
大字区 届出人年齢氏   名

小　幡１秋　夫９７中島 金次郎

小　幡１正　義９５吉田　三枝

轟５栄　二９１田村　三好

秋　畑９馨９２増田　シン

秋　畑１２等９３桐生　フデ

秋　畑１２英　明９３新井　ハナ

福　島１５明　彦８１久保　輝雄

福　島１５清　司９１金田 すみよ

福　島２０-１雅　行６８田中　末争

福　島２０-１愛　子７０上原　和一

白　倉２１純　一９６三木　とみ

白　倉２２信　行７０堀越 志津雄

白　倉２２勇９０山田　　昇

白　倉２２信　久９７浅川　みつ

天　引２４隆　史９５古舘 喜代志

天　引２４喜　好８９湯淺　美枝

天　引２５正　光９５山﨑　波枝

 お誕生おめでとう 
 大字  区  保護者     氏   名 

小　幡１政　司大塚　 菜未 
な み

小　幡２健栁澤　 涼真 
りょうま

善慶寺７嵩　史龍　　 歩陸 
あゆむ

福　島１６哲　哉佐藤　 嘉音 
かのん

福　島２０-１広　樹小金澤  奈桜 
な お

小　川２０-２健太郎金山　 心春 
ここは

白　倉２１真　樹高 　 颯斗 
はやと

にらみ
長岡 弘樹　著／光文社

【 ５月の休館日 】

 　１日（火）  ７日（月) １４日（月）  ２１日（月）  ２８日(月）

まち映画
「クラッチヒッターみなみ」をみよう!
★

前橋が舞台。主人公の小学５年生の遠山みなみが所

属する野球チームは、みなみ以外全員６年生。６年生

が引退後は、みなみ一人。チームは解散 ！ さあ、どうする？

日時　５月１２日（土）

　　　①午前の部 １０時３０分～  ②午後の部 ２時～

場所　ら・ら・かんら　視聴覚室

昨年度多くの人に読まれた本（貸出ベストリーダー）

１　九十歳。何がめでたい　佐藤 愛子 著

２　声なき蝉

　　（空也十番勝負　青春篇）上・下　佐伯 泰英 著

３　羊と鋼の森　宮下 奈都 著　

４　火花　又吉 直樹 著

５　危険なビーナス　東野 圭吾 著

１　ノンタンあわぷくぷくぷぷぷう　キヨノ サチコ 作

２　だるまさんと　かがくい ひろし 作

３　バムとケロのにちようび　島田 ゆか 作

４　アマゾンのサバイバル　崔  徳煕 作　

５　人体のサバイバル　崔  徳煕 作

お知らせ

★

一
  般
   書

児
　
童
   書

引き抜き屋（１）鹿子小穂の冒険
雫井 脩介　著／ＰＨＰ研究所

作れる！飾り巻き寿司
おもてなし寿司

川澄　健　著／光文社

しばはま
野村 たかあき　文／教育画劇

あかちゃん新社長がやってきた
マーラ・フレイジー　作／講談社

しあわせの牛乳
佐藤　慧　著／ポプラ社
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　甘楽ふるさと農園（上野）のひつじ公園で

は、３月末から４頭の赤ちゃんが続々と誕生

しました。子ひつじたちは元気に走りまわり、

来園者に愛らしい姿を見せてくれています。

子ひつじを含めて現在１６頭のひつじがいる

農園にぜひお出かけください！
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広告

わが町の ルルドドイイアア

～自宅の代わりに御利用できます～

滞在滞在型型セレモニセレモニーー施設施設 セレハイツ富セレハイツ富岡岡

富岡市黒川１００１ -１ 

※※上上記記以以外外のの葬葬儀儀社社ででももごご利利用用可可能能でですす

２４時間

食べる
レストラン

和洋ランチ

　　元気で  ようこそお

新新緑緑のの宴宴会会プラプランン 

泊まる　
　宿泊

シングル

ダブル

ツウィン

集う

　宴会 案内状・席次・席札

すべてサービス

和洋会席

　４，５００円～

（税別）

全室個室

　イス席

富岡市富岡２４５－１

ＴＥＬ  ０２７４－６４－３６３６

ご法要
法事 お別れの会

１，０００円（税別）

【【例えばこんな使い例えばこんな使い方方】】
・・故人を自宅に安置できな故人を自宅に安置できないい
・家族葬や直葬を行いた・家族葬や直葬を行いたいい
・取り急ぎ病院から搬送した・取り急ぎ病院から搬送したいい

【主な取扱【主な取扱店店】】
おおるい甘楽葬祭おおるい甘楽葬祭  緯緯０２７４０２７４（（７４７４））４６９１４６９１
㈲佐俣葬儀造花店㈲佐俣葬儀造花店  緯緯０２７４０２７４（（７４７４）２６２７）２６２７
葬 儀 の 堀 込葬 儀 の 堀 込 屋屋  緯緯０２７４０２７４（６７（６７）７８８２）７８８２ ㈱セレプランニン㈱セレプランニンググ

緯緯０２７０２７４４（（６４６４））９９００９９００
ｈｔｔｐ://ｃｅｒｅｐｌｈｔｔｐ://ｃｅｒｅｐｌａａ．．ｃｏｍｃｏｍ

もみじ平公園入口

セレハイツ富岡

富岡バイパス

ワンダーＧｏｏ

ベイシア

かかかかかかかかかかぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶらららららららららら聖聖聖聖聖聖聖聖聖聖苑苑苑苑苑苑苑苑苑苑方方方方方方方方方方かぶら聖苑方面面面面面面面面面面面
Ｎ

３３，８，８    ００円円～～

安安安安安安安

高崎市並榎町１４４－５

０１２０－０１ － ６４８ １白アリ
羽アリを見たらまずお電話を外

ム シ ハ イチバン

００

甘楽ふるさと農園では、農園の利用者を募

集しています。問合せはふるさと農園（緯７４・

７４２８）までお願いします。


